ビジネス基礎　確認テスト　第20回　
第７章３節　情報の入手と活用（P.192～199）
	年　　　　組　　　　番
	得　　　　　　点

	名　前
	
	




［１］次の文が正しければ○を，誤っていれば×をつけなさい。
（１）情報を収集する際には，さまざまな情報源から情報を収集することが大切である。
（２）入手した情報を安易に信じるのではなく，信頼性を見極める姿勢が必要である。
（３）自分自身で考えたアイディアを，情報として発信することを引用という。
（４）ネットショッピングでは，企業が顧客の購入情報を把握し，おすすめ商品を提示している。
（５）個人に関する情報を入手した企業などは，入手した情報を自由に扱うことができる。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［２］次の文の（　　）にあてはまる語句を答えなさい。
（１）インターネットを通して得られる情報の特徴には，情報の（　　）や情報量の多さ・多様性，そして情報検索の利便性があげられる。
（２）新聞から得られる情報は社会人の多くが共有する情報であり，その特徴は（　　）である。
（３）書籍・雑誌からの情報の特徴は（　　）である。
（４）白書・統計資料の情報の特徴は，信頼性の高さと（　　）である。
（５）（　　）に蓄積された情報として，顧客データや営業マニュアルなどの社内データがある。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［３］次の文の説明にあてはまる情報源を，解答群から選び記号で答えなさい。
（１）多くの社会人が定期的に購読しており，政治・経済・社会・文化など掲載されている情報は，社会人の共有の情報となっている。
（２）各府省庁が定期的に調査を実施し信頼性が高い。一つのテーマについて時系列で数値を把握することができる。
（３）情報発信のスピードが速く，情報量も多い。すぐに情報を収集できるが，情報の正確性をみきわめる必要がある。
（４）専門家や研究者によって執筆され，専門性が高い。テーマがしぼられているため，効率的に情報を収集することができる。
（５）顧客データや製品情報など，社員が共有・蓄積することでその価値を高め活用することができる。
	ア．インターネット　　イ．新聞　　ウ．書籍・雑誌　　エ．白書・統計　　オ．社内データ


　
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


１５（問中）








